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イシノミ目は真正昆虫類（狭義の昆虫類＝外顎類）の
最原始系統群であり、昆虫類において祖先的と考えられ
る特徴を数多く併せもつことから、昆虫類の基本的体制
や、起源を議論する上で最も重要な分類群の１つであ
る。私たちは、このイシノミ目を材料として、体節形成
に注目して観察を行った。engrailed相同遺伝子（enホモ
ログ）はセグメント・ポラリティ遺伝子群の１つで、各
体節の後部領域に発現することが多くの節足動物で知ら
れている。体節形成を詳しく検討し、各体節の挙動を正
確に追跡するために、engrailed相同遺伝子の発現パター
ンを体節マーカーとして利用し、胚発生の観察を行っ
た。

体節は節足動物の各群に普遍的なボディプランであ
る。さらに体節数の増減や、体節を単位とした機能分化
は、節足動物の高次系統群間に形態的多様性をもたらし
ている最も重要な要素の１つであるとみなせる。このよ
うな点において体節制の理解は、昆虫類、および節足動
物各群の体制の把握と、形態進化の議論においてきわめ
て重要である。
体節というボディプランが節足動物全体に共通する一

方で、体節の形成様式は必ずしも保存的ではない。真正
昆虫類においても短胚型胚帯と長胚型胚帯では、かなり
異なった体節形成がみられ、また、短胚型の胚帯形成を

行うとされるグループであっても、頭部数体節の要素し
か含まない短小な初期胚帯を形成するものから、半長胚
型とも呼ばれる、比較的長大な初期胚帯を形成するもの
まで、変化の幅は大きい。私たちは予備研究において、
イシノミ目が、ほとんど体節要素を含まないと考えられ
る、前後軸も不明瞭な円形の胚盤を初期胚帯として形成
する、きわめて顕著な短胚型を示すことを見いだした。
真正昆虫類の最原始系統群であるイシノミ目において、
典型的な短胚型がみられたことは、昆虫類の胚帯型の基
本型を考える上で重要な意味を有するものかもしれな
い。
さらに、イシノミ目の初期胚帯が、ほとんど体節要素

を含まない状態から、体節形成を開始するとすれば、そ
の過程を詳細に観察することで、頭部前方の数体節の形
成とその後の挙動について検討することができるはずで
ある。頭部の体節の構成は、比較形態学、比較発生学の
分野から活発な議論が行われながら、未だに定まった解
釈の得られない難題である。
ヒトツモンイシノミPedetontusunimaculatusMachida

のenホモログをクローニングし、insituハイブリダイ
ゼーションによる発現解析を試みた。幾つかの試料で良
好な解析結果が得られたので、それらについて報告す
る。
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